
　
議
会
広
報
委
員
会
が
常
任
委
員

会
と
な
り
、委
員
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
避
難
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
社

会
体
育
館
の
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
九
州
を
襲
っ
た
豪
雨
は

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
御

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。私
達
も
命

を
守
る
た
め
の
避
難
に
つ
い
て
、日

頃
か
ら
考
え
て
お
か
ね
ば
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。　

惠
比
奈
　
記

今
回
は
印
賀
に
移
住
さ
れ
、
㈱
フ
ァ
ー

ム
イ
ン
グ
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
、
仲
良

し
の
四
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

安
達
さ
ん
　
高
校
在
学

中
よ
り
農
業
に
関
心
が

あ
り
就
職
活
動
を
す
る

中
、
沢
山
の
推
薦
を
頂

い
た
け
ど
、
あ
ら
た
め
て
農
業
し
か
な

い
と
感
じ
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
グ
に
き
ま
し

た
。

宮
慶
さ
ん　

祖
父
母
が

兼
業
農
家
で
遊
び
に

行
っ
て
い
る
う
ち
に
、

田
舎
や
農
業
へ
興
味
が

湧
き
仕
事
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。坂

根
さ
ん　

農
大
の
ア

グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

で
農
業
を
学
び
、
独
立

就
農
の
前
に
経
験
を
積

み
た
い
と
思
い
、
同
年
代
が
中
心
で
頑

張
っ
て
い
る
今
の
職
場
に
興
味
を
持
ち

日
南
町
に
来
ま
し
た
。

田
邉
さ
ん　

新
見
市
で

農
業
法
人
が
見
つ
か
ら

ず
困
っ
て
い
た
時
や
り

た
か
っ
た
水
稲
と
ト
マ

ト
を
若
者
中
心
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

の
会
社
と
巡
り
合
い
ま
し
た
。

安
達
さ
ん　

田
舎
は
不
便
そ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
雪
も
綺
麗
に
除
雪
さ
れ
る

し
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。
バ
イ
ク
な
ど

の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
高
！

坂
根
さ
ん　

同
年
代
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
の
農
業
を
守
り
、
挑
戦
し
な
が
ら

成
長
し
て
い
こ
う
と
向
上
心
を
持
っ
た

恵
ま
れ
た
職
場
で
す
。

宮
慶
さ
ん　

日
南
町
も
職
場
も
明
る
く

楽
し
い
人
が
沢
山
、
お
年
寄
り
も
都
会

の
若
者
よ
り
断
然
元
気
で
力
持
ち
、
そ

ん
な
中
毎
日
必
死
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

グ
で
働
き
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た

い
。

安
達
さ
ん　

若
い
メ
ン
バ
ー
で
結
果
も

残
し
て
い
る
し
、
結
果
に
対
し
評
価
し

て
も
ら
え
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
る
。

た
だ
、
集
落
で
は
草
刈
り
や
井
手
さ
ら

え
を
す
る
人
が
減
っ
て
い
き
、
何
と
か

し
な
く
て
は
と
心
配
。

田
邉
さ
ん　

ト
マ
ト
で
の
独
立
就
農
を

考
え
て
い
る
が
、
生
産
技
術
、
管
理
、

経
営
を
学
び
た
い
、
当
面
は
先
輩
の
技

術
面
を
含
め
た
作
業
ス
ピ
ー
ド
に
追
い

付
き
た
い
。

坂
根
さ
ん　

こ
の
先
も
こ
こ
で
働
き
た

い
が
独
立
も
視
野
に
入
れ
、
と
に
か
く

日
南
町
で
頑
張
り
た
い
。

宮
慶
さ
ん　

地
域
愛
を
押
し
付
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
、
根
付
い

て
暮
ら
す
中
で
芽
生
え
る
も
の
な
の
で

長
い
目
で
見

守
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
と

バ
ン
ド
活
動

が
で
き
た
ら

い
い
な
、
歌

え
る
方
、
楽

器
を
弾
け
る

方
は
声
を
掛

け
て
下
さ
い
。

議会広報常任委員会

生山朗生会 平成29年7月3日生山朗生会 平成29年7月3日

願いを短冊に願いを短冊に

平成29年7月発行平成29年7月発行 第148号第148号

安
達
　
翔
さ
ん
（
米
子
市
）
　
坂
根
　
啓
典
さ
ん
（
鳥
取
市
）
　
　

宮
慶
　
良
さ
ん
（
姫
路
市
）
　
田
邉
　
峻
一
さ
ん
（
新
見
市
）

あ
だ
ち

し
ょ
う

さ
か
ね

け
い
す
け

み
や
け
い

り
ょ
う

た
な
べ

し
ゅ
ん
い
ち

同
世
代
の
仲
間
と
競
う
喜
び
、
技
術
の
習
得
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西部消防ポンプ操法大会  平成29年6月4日 鳥取県消防ポンプ操法大会  平成29年7月2日

日
南
町
手
数
料
条
例
の一部
改
正

　

土
地
台
帳
の
閲
覧
を
専
用
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

電
磁
的
記
録
の
閲
覧
方
式
に
変

更
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

人
事
案
件

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　

入
澤
眞
澄
（
矢
戸
）

平
成
28
年
度
繰
越
明
許
費
の

報
告

　

繰
越
額　
　

４
０
２
百
万
円

　

繰
越
明
許
費
と
は

　

歳
出
予
算
の
内
、
何
ら
か
の

理
由
に
よ
り
、
年
度
内
に
支
出

を
完
了
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

見
込
み
の
あ
る
も
の
は
、
あ
ら

か
じ
め
議
会
の
議
決
を
経
て
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
事
が
で
き
る
。
こ
れ
を
繰
越

明
許
費
と
い
う
。

　

森
林
資
源
を
無
駄
な
く
、
か

つ
効
率
的
に
活
用
す
る｢

カ
ス

ケ
ー
ド
計
画｣

を
基
軸
と
す
る

新
た
な
循
環
型
林
業
を
構
築
し
、

林
業
を
「
稼
げ
る
職
業
」
「
魅

力
あ
る
仕
事
」
に
し
て
、
多
く

の
人
を
呼
び
込
み
、
過
疎
か
ら

の
脱
却
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

ま
た｢
木
育｣
を
実
施
し
た
り
、

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
置
し
て
、

担
い
手
の
育
成
、
確
保
に
取
り

組
む
事
業
で
す
。
国
の
補
助
金

を
受
け
て
５
カ
年
計
画
で
進
め

ら
れ
ま
す
。

　

初
年
度
は
、
航
空
レ
ー
ザ
ー

計
測
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助
金
６

百
万
円
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
不
燃
処
理
技

術
導
入
補
助
金　

２
百
万
円
、

不
在
村
地
主
等
山
林
集
約
化
事

務
手
数
料　

140
万
円
、
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定

委
託
料　

70
万
円
を
含
む
総
額

12
百
万
円
の
事
業
費
を
可
決
し

ま
し
た
。

電 算 管 理 運 営 事 務

公共交通確保総合対策事業

観 光 振 興 対 策 事 業

21世紀水田農業確立対策事業

日南町林業成長産業化モデル事業

非 常 備 消 防 管 理 運 営 事 務

2,031

8,290

990

1,800

12,250

939

個人番号制度の運用のため

バス小型車両2台購入

阿毘縁地内県道拡幅工事に伴う観光看板移転

がんばる農家プラン事業の農機具処分に伴う県返還金

日南町消防団日野上分団が鳥取県消防ポンプ操法大会へ出場
するため

航空レーザー計測システム導入補助金
LVL不燃処理技術導入補助金他

事業内容 説　　　　明金額
（千円）

補正予算のおもなもの補正予算のおもなもの
未来の姿

６月定例会
6月13日～6月16日（4日間）

日南町林業成長産業化モデル事業始まる日南町林業成長産業化モデル事業始まる

日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、６
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
29
年
度
補
正
予
算
、条
例
の
改
正
な
ど
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
、国
へ
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
も
の

重点プロジェクトの概要

１．『使い切る』木材活用事業 ２．日南町版林業担い手育成事業

①不在村地主等山林集約化事業
②ＩＣＴ技術を活用した中央中国山地
　地域モデル循環型林業の確立事業
③ＦＳＣ材・ＦＳＣ製品流通拡大事業
④森林カスケード新マテリアル開発事業
⑤木材公共施設等整備事業

⑥林業アカデミー整備事業
⑦２００年の森等木育整備事業

人口増加

木材総合カスケード利用
事業基地

ボイラー オロチ 付加
価値
LVL

チップ製造工場
木質繊維工場

伐採・植林

森林組合による
運営・管理

④⑤

①

②

③

利益の一部を還元

木材コンビナート化

伐採・植林
伐採・植林

C・D材

研究施設

A・B材 ・伐採～植林技術開発
　及び人材育成
・用途開発
・高付加価値商品開発

全国16地域の1つに選ばれた全国16地域の1つに選ばれた

循環型林業モデル

にちなん議会だより　 平成29年7月発行　No.148
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境界の現地調査

　
　
　
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

　
　
　
事
業

①
事
業
費
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
対
策
に

つ
い
て
。

・
認
証
遅
延
と
は
。

②
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

・
認
証
遅
延
の
努
力
目
標
は
。

③
来
年
度
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
。

　
　
　
増
原
町
長

①
平
成
29
年
度
要
求
額
1
6
7
百
万
円

に
対
し
、
予
算
配
分
額
30
百
万
円

（
配
分
率
18
％
）
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
国
予
算
が
要
望
額
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
、
県
予
算
は
対
前
年

比
86
％
に
減
少
し
た
こ
と
等
認
証
遅

延
が
原
因
に
よ
る
。
各
市
町
へ
の
予

算
配
分
方
針
と
な
っ
て
い
る
推
進
体

制
を
整
え
、
認
証
遅
延
の
解
消
を
行

う
と
共
に
予
算
額
確
保
に
努
め
る
。

　
　
　
財
原
課
長

・
測
量
に
誤
り
が
な
い
か
工
程
検
査
を

行
い
、
次
に
国
の
承
認
を
必
要
と
す

る
認
証
検
査
が
あ
る
。
最
終
的
に
成

果
に
対
し
て
、
県
が
検
査
を
承
認
す

る
事
が
、
認
証
検
査
と
言
う
。
成
果

を
閲
覧
に
し
、
地
権
者
に
最
終
確
認

を
行
う
が
、
一
年
以
上
遅
れ
る
と
認

証
遅
延
と
な
り
、
法
務
局
に
出
せ
な

い
事
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
長

②
調
査
工
程
の
新
規
地
区
着
手
と
測
量

工
程
を
繰
り
延
べ
、
認
証
遅
延
と

な
っ
て
い
る
問
題
点
の
解
決
に
努
め

る
。

・
20
箇
所
近
く
あ
る
認
証
遅
延
を
一
桁

台
に
し
た
い
。

③
平
成
30
年
度
概
算
要
求
額
1
4
3
百

万
円
で
県
と
調
整
し
て
い
る
。（
要
求

対
前
年
比
85
％
、24
百
万
円
減
額
）

・
町
内
業
者
の
雇
用
が
図
れ
る
様
、
一

般
財
源
も
繰
入
な
が
ら
円
滑
な
推
進

を
行
う
。

　
　
　
各
種
設
計
業
務

①
入
札
予
定
価
格
は
ど
の
よ
う
に
算
出

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
資
料
提
供
さ
れ
た
設
計
業
務
実
績
一

覧
表
に
つ
い
て
、
応
札
業
者
が
ほ
ぼ

固
定
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
。

③
簡
易
な
も
の
等
に
つ
い
て
は
設
計
を

省
略
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

①
積
算
基
準
や
見
積
り
な
ど
に
よ
り
設

計
価
格
を
算
出
し
、
入
札
予
定
価
格

を
設
定
し
て
い
る
。

②
入
札
参
加
資
格
申
請
者
の
う
ち
、
業

務
内
容
、
規
模
、
難
易
度
な
ど
を
勘

案
し
、
主
に
県
西
部
に
本
社
ま
た
は

支
社
を
有
す
る
者
で
指
名
競
争
入
札

し
て
い
る
。

③
変
更
を
伴
わ
な
い
簡
易
な
も
の
は
見

積
り
に
よ
り
随
意
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

議　　案　　名

条例の一部改正
日南町手数料条例
平成2９年度 補正予算
一般会計（第１号）
国民健康保険特別会計（第１号）
簡易水道事業特別会計（第１号）

その他の議案
人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見
を求めることについて
請願・陳情
テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対
する請願書
地方財政の充実・強化を求める陳情

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2018年度政府予算に係
る意見書採択の陳情書

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書
発議
地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2018年度政府予算に係
る意見書提出について
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結果

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

古
都　

勝
人

足
羽　
　

覚

大
西　
　

保

久
代　

安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤　

仁
志

荒
木　
　

博

坪
倉　

勝
幸

山
本　

芳
昭

（
欠　

員
）
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６月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳６月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳
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も
っ
と
く
わ
し
く　

質 

疑 

応 

答

新
日
野
上
小
水
力
発
電
所
修

繕
の
債
務
負
担
に
つ
い
て  

問　

債
務
負
担
が
４
千
万
円
増

額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

復
旧
延
長
が
50
ｍ
に
増
え

た
こ
と
に
加
え
発
電
設
備
の
点

検
整
備
、
修
理
箇
所
周
辺
の
復

旧
を
見
込
ん
で
、
余
裕
を
持
っ

た
債
務
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

実
際
の
借
入
額
は
下
が
る
見
込

み
で
あ
る
。

問　

新
日
野
上
発
電
所
の
修
繕

を
フ
ィ
ッ
ト
（
固
定
価
格
買
取

制
度
）
に
の
せ
て
電
力
の
有
利

販
売
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

こ
の
た
び
の
修
繕
は
フ
ィ
ッ

ト
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
多

方
面
に
わ
た
り
中
国
電
力
と
積

極
的
に
交
渉
し
て
い
く
。

日
南
町
林
業
成
長
産
業
化
モ

デ
ル
事
業

問　

不
在
村
地
主
等
山
林
集
約

化
事
務
は
、
町
が
行
う
の
か
、

森
林
組
合
へ
委
託
す
る
の
か
。

　
　

協
議
が
整
え
ば
森
林
組
合

へ
委
託
す
る
。

問　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
全
体

計
画
は
。

　
　

学
校
教
育
法
に
よ
る
も
の

で
も
厚
労
省
の
職
業
訓
練
校
に

該
当
す
る
も
の
で
も
な
い
。
現

在
の
林
業
研
修
生
制
度
の
延
長

と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
考
え

て
い
る
。
研
修
期
間
は
１
年
。

建
物
は
町
内
の
施
設
を
有
効
活

用
す
る
。
運
営
主
体
は
町
で
、

来
年
9
月
の
開
講
を
め
ざ
し
て
、

関
係
機
関
や
議
会
と
具
体
的
な

内
容
を
論
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
内
の
林
業
関
係
の
雇
用

増
の
目
標
は
。

　
　

林
業
後
継
者
を
30
人
確
保

し
た
い
。
関
係
企
業
を
含
め
幅

広
い
人
材
を
求
め
た
い
。

問　

事
業
の
中
に
ウ
ッ
ド
カ
ン

パ
ニ
ー
も
位
置
付
け
る
べ
き
で

は
。

　
　

森
林
組
合
や
ウ
ッ
ド
カ
ン

パ
ニ
ー
と
協
議
し
な
が
ら
、
一

緒
に
な
っ
て
成
長
産
業
化
を
す

す
め
た
い
。

答答 答答 答答

答答 答答 答答

山本芳昭議員

問問 国土調査事業費の大幅減額の
　　　　　　　理由と対策は

認証遅延の解消に
　　　　　　全力で取り組む

答答
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問問

問問

答答答答

答答

答答

問問

問問問問問問

問問問問



混在する荒廃地

活用が進む間伐材

住民検診の様子

　
　
　
国
民
健
康
保
険
制
度
の

　
　
　
県
単
位
化

①
来
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
制
度

は
県
が
事
業
主
体
と
な
る
。
県
と
市

町
村
の
国
保
連
携
会
議
の
概
要
は
。

②
町
民
の
25
%
が
国
保
被
保
険
者
で
あ

り
、
保
険
料
額
等
ど
の
よ
う
に
す
す

め
ら
れ
る
の
か
関
心
と
不
安
が
あ
る
。

基
本
姿
勢
は
ど
う
か
。

③
鳥
取
県
国
保
運
営
協
議
会
が
設
立
さ

れ
て
い
る
が
、
委
員
構
成
と
審
議
の

内
容
は
。

　
　
　
増
原
町
長

①
国
保
連
携
会
議
は
、
県
、
市
町
村
、

国
保
連
合
会
で
組
織
し
、
事
務
の
標

準
化
、
効
率
化
等
を
検
討
す
る
。

②
県
の
激
変
緩
和
措
置
と
と
も
に
、
市

町
村
は
国
保
財
政
調
整
基
金
を
保
有

し
予
期
せ
ぬ
支
出
増
等
に
対
応
す
る
。

保
険
者
機
能
の
被
保
険
者
証
の
発
行
、

保
険
料
率
の
決
定
及
び
賦
課
徴
収
、

保
険
給
付
の
内
の
現
金
給
付
、
保
険

事
業
は
引
き
続
き
市
町
村
が
担
う
。

　
　
　
林
業
成
長
産
業
化
地
域
　

　
　
　
創
出
モ
デ
ル
事
業

①
地
域
の
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進

め
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
地
元
に
利
益
を
還
元
し
、

地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
林
野

庁
の
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
の
林
業
成
長
産
業
化
地
域

に
選
定
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
。

②
本
町
が
取
り
組
む
事
業
の
全
体
構
想

（
計
画
）
を
明
ら
か
に
。
（
資
料
提

供
も
）

③
構
想
の
具
体
的
推
進
方
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
増
原
町
長

①
林
業
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
打
破

す
る
た
め
、
カ
ス
ケ
ー
ド
計
画
に
基

づ
き
「
使
い
切
る
木
材
活
用
」
と

「
人
材
育
成
」
の
二
項
目
を
柱
に
、

行
政
・
関
係
企
業
が
一
体
と
な
っ
て

新
た
な
雇
用
を
創
出
し
、
持
続
可
能

な
循
環
型
林
業
と
成
長
産
業
化
を
図

り
な
が
ら
、
人
口
の
流
入
を
目
指
す
。

②
カ
ス
ケ
ー
ド
と
F
S
C
認
証
材
で
競

争
力
を
持
っ
た
六
次
産
業
化
に
よ
る

新
商
品
の
開
発
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
の

販
路
拡
大
、
不
在
村
地
主
問
題
の
解

消
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設
、
木

の
魅
力
を
学
ぶ
木
育
、
木
造
公
共
施

設
の
整
備
等
に
取
り
組
む
。

③
国
・
県
・
鳥
大
・
日
南
町
・
森
林
組

合
・
関
連
企
業
・
近
隣
市
町
村
に
よ

③
委
員
は
被
保
険
者
代
表
、
保
険
医
又

は
保
険
薬
剤
師
代
表
、
公
益
代
表
、

被
用
者
保
険
代
表
で
構
成
。
「
鳥
取

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
策

定
す
る
。

　
　
　
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
の
実
施
の
た
め
の
法
整
備

①
「
農
業
・
農
協
改
革
」
の
農
業
競
争

力
強
化
支
援
法
案
な
ど
今
国
会
で
成

立
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

②
国
が
農
協
の
共
同
販
売
を
支
援
す
る

こ
と
な
く
、
農
産
物
の
直
接
販
売
を

促
進
、
誘
導
す
れ
ば
、
農
協
外
し
に

な
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
来
年
度
か
ら
米
の
直
接
支
払
交
付
金

や
生
産
調
整
を
廃
止
さ
れ
、
地
域
経

済
が
低
迷
す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

い
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
農
家
と
関
連
産
業
が
一
体
と
な
っ
て
、

改
革
の
領
域
を
拡
げ
た
こ
と
は
評
価

す
る
。
鍵
を
握
る
の
は
、
今
後
整
備

さ
れ
る
関
連
産
業
の
業
界
再
編
を
促

進
す
る
法
律
で
あ
る
。
利
益
の
全
て

が
農
業
者
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
期

待
す
る
。

②
改
革
に
よ
っ
て
農
家
の
収
支
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

③
今
後
は
、
多
様
な
担
い
手
の
取
り
組

み
を
支
え
る
新
た
な
直
接
支
払
制
度

の
拡
充
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
林
野
庁
の
新
規
モ
デ
ル
事
業

①
当
事
業
を
林
野
庁
に
申
請
し
た
概
要

と
選
定
経
過
お
よ
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
持
続
可
能
な
事
業
展
開
と
な
る
よ
う

計
画
段
階
か
ら
関
係
者
・
団
体
と
よ

く
議
論
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
肝
要

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長

①
構
想
の
応
募
が
2
月
27
日
、
地
域
選

定
と
な
っ
た
の
が
4
月
28
日
、
事
業

申
請
が
5
月
24
日
、
今
後
、
事
業
内

容
等
に
つ
い
て
審
査
が
あ
り
、
事
業

採
択
と
な
る
予
定
。

②
構
想
の
応
募
段
階
か
ら
、
森
林
組
合
、

民
間
企
業
と
も
協
議
を
行
っ
た
。
今

後
は
正
式
な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

産
官
学
の
連
携
に
よ
り
事
業
の
展
開

を
図
り
た
い
。

　
　
　
同
和
教
育
推
進
協
議
会

①
5
月
24
日
に
「
差
別
事
象
検
討
委
員

会
」
が
開
か
れ
た
が
、
委
員
会
を
設

置
し
た
事
由
と
経
過
お
よ
び
内
容
は
。

　
　
　
町
長

①
県
の
委
員
会
を
参
考
に
開
催
。
同
推

協
役
員
会
を
踏
ま
え
た
委
員
会
で
は

な
く
、
反
省
す
べ
き
。
委
員
会
で
出

さ
れ
た
町
の
取
り
組
み
の
強
化
を
す

べ
き
と
の
意
見
を
役
員
会
で
確
認
し

た
。

る
協
議
会
を
組
織
し
、
事
業
の
推
進

を
図
る
。

　
　
　
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

　
　
に
関
す
る
指
針

①
遊
休
農
地
の
解
消
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
集
積
、
新
規
参
入
の
促
進
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
設
定
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

②
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
梅
林
農
業
委
員
会
会
長

①
〔
遊
休
農
地
の
解
消
〕

　

平
成
28
年
度
調
査
で
判
明
し
た
遊
休

農
地
7
・
5
ha
を
解
消
目
標
と
し
た
。

〔
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
〕

　

平
成
28
年
度
の
集
積
面
積
5
5
2

ha
、
集
積
率
30
・
8
％
を
５
年
間
で

3
0
0
ha
、
50
％
と
目
標
設
定
し
た
。

〔
新
規
参
入
の
促
進
〕

　

担
い
手
不
足
地
域
12
地
域
（
大
字
単

位
）
カ
バ
ー
で
き
る
経
営
体
の
育
成

を
目
標
と
し
た
。

②
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
連
携
し
、
担
当
区
域
ご
と
の

活
動
を
通
じ
て
中
間
管
理
事
業
を
推

進
す
る
等
、
目
標
の
達
成
を
目
指
し

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
が
一
体
的

に
進
ん
で
い
く
よ
う
推
進
を
図
る
。

久代安敏議員 坪倉勝幸議員

問問 林業成長産業化地域に
　　　　　選定された意義は

使い切る木材活用と
　　　　　　担い手育成を図る

答答

問問 国保の保険料額等
　　　来年度からどうなるのか

町としては、基金を保有し
  影響が出ないように対応する

答答

問問 問問

問問

問問

問問

問問 答答

答答

答答答答

答答

答答
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熱戦が繰り広げられる郡民大会

　
　
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
ク
ラ
ブ

①
現
在
、
日
南
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

整
備
さ
れ
立
派
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

出
来
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
に
は
、

総
合
グ
ラ
ン
ド
照
明
の
L
E
D
化
や
、

社
会
体
育
館
の
新
設
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
が
充
実
し
て
来
る
。

　
し
か
し
、
ソ
フ
ト
面
も
伴
わ
な
い
と
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
は
結
び
つ
か
な

い
と
思
う
。
日
南
町
に
お
い
て
は
、

か
れ
こ
れ
10
年
以
上
前
か
ら
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
準
備

中
と
な
っ
て
い
る
。
今
立
ち
上
げ
な

い
と
、
日
南
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
、

社
会
体
育
は
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
行

く
と
思
わ
れ
る
。
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
に
ち
な
ん
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
の
準
備
が
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
　
丸
山
教
育
長

①
日
南
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
の
情

報
提
供
や
創
設
の
働
き
か
け
を
今
ま

で
同
様
進
め
た
い
。

　
　
　
住
民
ニ
ー
ズ
　

②
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
期

待
で
き
る
、
健
康
づ
く
り
、
医
療
費

の
削
減
、
世
代
間
交
流
の
場
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
供
を
見
守
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
が
、

ま
ず
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
、
運
動
し
た
く

て
も
で
き
な
い
理
由
な
ど
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
へ
の
聞
き
込
み
や
、

住
民
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
状
況
と
住

民
ニ
ー
ズ
を
調
査
で
き
な
い
か
。

　
　
　
教
育
長
　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
よ
り

も
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
日
南
町

体
育
協
会
支
部
長
か
ら
情
報
を
集
め

る
こ
と
に
努
め
た
い
。

　
　
　
新
設
社
会
体
育
館

③
新
設
の
社
会
体
育
館
に
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
考
慮
し
た
、

事
務
所
や
会
議
室
（
多
目
的
ホ
ー

ル
）
、
簡
易
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
予
定
は
な
い
か
。

　
　
　
教
育
長

③
創
設
さ
れ
る
予
定
の
ク
ラ
ブ
が
施
設

を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し

て
整
備
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
提出のあった請願・陳情は、6月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情審査の討論陳情審査の討論
テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願書

テロ等組織犯罪準備罪
（共謀罪）の創設に反対
する請願書

国際的に協力し、組織的で重大な事件を未
然に防ぐためにこの法案は必要である。

国に対して、地方財政の充実を求めるのは
妥当である。

教育の機会均等と水準の維持向上のため
には、国による財源保障の充実が必要であ
る。

憲法改悪反対鳥取県共
同センター
代表 鳥取県労連議長
田中　暁

自治労鳥取県本部
執行委員長　西村　裕生
ほか1名

鳥取県農民運動連合会
会長　今本　潔

鳥取県教職員組合
西部支部
支部長　藤本　敏秀　
ほか1名

米の直接支払交付金は来年から廃止が決
まっているものの、経営所得安定対策が定
着している今日、農業者戸別所得補償制度
の復活を求めるのは、農政の混乱を招く。

反対　テロは日本にとっても脅威である。こ
の法律ができることによって、テロ組織や犯
罪に抑止力が働く。

地方財政の充実・強化を
求める陳情

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、
2018年度政府予算に係る
意見書採択の陳情書

農業者戸別所得補償制度
の復活をもとめる陳情書

不採択

採択

採択

不採択

賛成　テロ防止については国際的に13本の
協定を結んでいる。また、組織的破壊活動
の準備を取り締まる法整備もできている。
犯罪集団と一般人の区別が明確でないため
一般生活に不安や脅威を与える法律には
反対である。

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書

反対　国は、平成26年より農政改革を推進
しており、主食用米については需要と供給
のバランスがよくなってきている。戸別所得
補償制度の復活は、農政の混乱を招く。

賛成　国がすすめようとしている大規模農
家ほど、経営を圧迫されている。安定した経
営ができるよう、戸別所得補償制度を維持
するべきである。

足羽  覚議員

問問 総合型地域スポーツクラブで
　　　　　　　　町に活力を

有志での創設を期待し、
　   情報提供など協力を行う

答答

問問

問問

問問 答答

答答

答答
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町政のここが聞きたい

子ども達のスポーツ参加状況

陸上
ソフトテニス（男子）
ソフトテニス（女子）
卓球（男子）
卓球（女子）
バレーボール（男子）
バレーボール（女子）
野球

野球
ソフトテニス

※日野郡混成チーム

学  　　校
部　 活　 動

日南中学校
１年 ２年 ３年 計
4
0
2
1
3
5
2
4

7
1
1
2
4
3
4
1

スポーツ少年団

※
※

※
※

3~6年
7 人
4 人

1
4
3
1
0
4
2
7

1 2
5
6
4
7
1 2
8
1 2



６月定例会で下記の意見書を採択し、
　　内閣総理大臣および関係大臣に提出しました

地方財政の充実・強化を求める意見書
　２０１８年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政とするので
はなく、歳入・歳出を的確に見積もり、人的サービスとしての社会保障予算の充実、地方財政の確
立をめざすことが必要である。このため、政府に以下の事項の実現を求める。

記

１．増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保をはか
ること。
２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方財政措置
を的確に行うこと。
３．災害時においても住民の命と財産を守る防災・減災事業は、これまで以上に重要であることか
ら、２０１５年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生じること
がないよう、地方交付税算定のあり方を検討すること。
４．地域間の財源偏在性の是正のため、地方偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方
税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。
５．各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証したうえで、財
政運営に支障が生じないよう対応をはかること。
６．上記の財源措置について、恒久的財源へと転換をはかるため、経常的に必要な経費に振り替え
ること。
７．地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものとし、対象国税4
税（所得税・法人税・酒税・消費税）に対する法定率の引き上げを行うこと。

（要旨掲載）

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０１８年度政府予算に係る意見書

　一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高める教育環境を実現するためには、
少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要である。
　また、自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国の施策として定数改善に
むけた財源保障をすべきである。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であり、
２０１８年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう求める。

記

１．少人数学級の推進のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１
にすること。

中心地域整備に関する調査特別委員会

収支予算において売り上げ目標は昨年度より低めにしている
事。また年間のイベント計画の説明。
出荷者協議会員が155名になった事等の報告を受ける。
＊意見・質問としては中小企業診断士の指導を受けている
か。経営者会議の内容及び毎月の決算を議会へ報告してほ
しい等があり、検討、提出するとの回答を得た。

■道の駅にちなん日野川の郷に
ついて

本年度のスケジュール。武道館、健康増進施設等の入った複
合施設としては考えておらず、霞・生山地域の一時的な避難生
活をすることも考慮に入れた施設としたい旨説明。
＊木造での建築としてはどうか。建築場所として現在のところ
以外も検討してはどうかとの意見があった。

■社会体育館建築について

カルネコ(株)への業務委託の内容及びカーボンオフセットの仕
組みについての説明と、道の駅２８年度売上実績及び運営経
費等収支の報告、4月の売上・客数・施設利用数の速報値につ
いて報告を受けた。
＊カーボンオフセットの預かり金を売上に計上しないこと、日
南トマトの有利販売については従来の町の方針を踏襲すべ
きである等の意見が出され、それぞれ検討するとの回答を
得た。

■道の駅にちなん日野川の郷に
ついて

建築位置は現在の場所で建替えることに決定した。財源とし
ては緊急防災・減災事業債を充てる計画であり、現在の位置
に建築すれば解体費用も対象になる。木造での建築について
行政調査を実施する事になった。

■社会体育館建築について

8区画中4件契約されたとの報告を受けた。■生山地区分譲地について

島根県奥出雲町　亀嵩小学校体育館・八川小学校体育館に
ついて現地調査を行った。

■木造体育館について

調査内容担当課日

4
月
19
日

5
月
22
日

6
月
22
日

意見とまとめ

企画課

教育課

企画課

教育課

教育課

特別委員会の報告

亀嵩小学校体育館 八川小学校体育館
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経済福祉常任委員会

継続審査の陳情1件は不採択と決定した。■陳情審査

グループホーム「あさひの郷」について、職員数の不足により施設
を閉鎖するとの報告があった。また、「デイサービスセンター虹の
郷」についても同様の理由により運営を休止するとの報告があっ
た。
＊介護士などの職員確保にもっと積極的に取り組み、町内の介
護サービスの量、質の確保に努めることなどの意見があった。

■日南福祉会が運営するグループ
ホーム「あさひの郷」および「デ
イサービスセンター虹の郷」の閉
鎖について

鳥取県畜産農協から経営難を理由に今期をもって撤退するとの
表明があり、新たな経営者を探すなど鳥取西部農協と協議に
入っているとの報告があった。
＊日南町畜産センター
設置の経緯からも今
後の対応について鳥
取西部農協と十分な
協議を行うことなど
の意見があった。

■日南町畜産センターの運営に
ついて

町が進める「旨い果菜の里づくりプラン」および鳥取西部農協が
進める「２大特産野菜の産地力増強プラン」の実施状況について
説明を受けた。

■旨い野菜の里づくり事業について

構想の主な内容は、
①不在村地主等山林集約化事業
②ＩＣＴ技術を活用した中央中国山地地域モデル循環型林業確
立事業

③ＦＳＣ材･ＦＳＣ製品流通拡大事業
④森林カスケード新マテリアル開発事業
⑤木材公共施設等整備事業
⑥林業アカデミー整備事業
⑦200年の森等木育整備事業
今後具体的な事業計画を詰めて行くとの説明を受けた。

■林業成長産業化地域構想について

各地区について説明を受けた。
①霞・生山地区簡易水道の給水障害発生事案
②笠木簡易水道および神戸上簡易水道の緊急修繕工事
③日野上・生山地区統合簡易水道の新配水池の建設場所

■簡易水道事業について

町道の維持管理のうち建設業者への管理委託の仕様書や状況
について説明を受けた。

■町道の維持管理のうち、建設業
者への管理委託について

調査内容担当課日

6
月
14
日

意見とまとめ

福祉
保健課

農林課

建設課

総務教育常任委員会

・時刻表や車両表示が分かりにくいという意見があるので、工夫
する。

・申請は32.5％であり、引き続き告知に努める。
・町への報告が遅れた。事故原因の検証をする必要がある。
　町営バスにドライブレコーダーを5月中には設置予定。

■公共交通確保総合対策事業
・町営バスについて町民からの意見
・高齢者等タクシー助成申請状況
・町営バス（大宮線）の事故につ
いて

３月時点よりさらに工事費が増え債務負担行為※1の額を4000万円
増額する。このため発電事業の収支計画が変更された。新しく借
り入れる4000万円については前回と同率の低率金利となるよう県
と交渉する予定である。

■新日野上小水力発電事業の収支
計画について

・第１期及び第２期工事が完了するのは来年3月、したがって来年
度になってから発電開始の予定。

・復旧工事の増額により5000万円の債務負担行為が必要になった。

■小水力発電について
・新石見小水力発電所
・新日野上発電所

・休校も検討したが復旧し回避できた。
・教育委員会としては現在の位置で防災機能を備えた建築を希
望。学校としても２つの体育館が必要と考えている。

■教育委員との意見交換
・断水の報告
・社会体育館について

継続審査の請願1件は不採択。陳情2件は採択と決定した。■請願・陳情審査

巡回バスが停車中に接触された事。大宮線単独事故の保険につ
いて。

■公共交通確保総合対策事業
・巡回バスの事故について

■古民家の利活用について

調査内容担当課日

6
月
14
日

5
月
15
日

意見とまとめ

企画課

住民課

企画課

住民課

教育課

※1債務負担行為とは
　予算は単一年度で完結するのが原則ですが、１つの事業や事務が単年度で終了せずに、後の年度にお
いても「負担＝支出」をしなければならない場合には、あらかじめ後の年度の債務を約束する事を予算
で決めておきます。これを債務負担行為といいます。
　この場合、小水力発電公社が金融機関から借入をするにあたって、町が債務保証をすることです。将来、
返済できない場合にはかわって返済する義務をおうものです。

木下家からの寄付を受けるかどうか審査委員会を設け審査中であるが、本年度予定していた古民家体
験等活用事業は行う。家財の扱いや基準については交渉中であり､ 寄附採納事務取扱基準を設けて
いる｡

木下家住宅

畜産センター
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各 常 任 委 員 会 の 報 告



14
日 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

 

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

16
日 

6
月
定
例
会
本
会
議

 

（
最
終
日
）

 

全
員
協
議
会

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

19
日 

例
月
出
納
検
査

22
日 

全
員
協
議
会
（
現
地
調

査
）

 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

 

（
現
地
調
査
）

29
日 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
（
5
月
）

9
日 

臨
時
会

 

全
員
協
議
会

15
日 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

17
日 

例
月
出
納
検
査

22
日 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

　
（
6
月
）

5
日 

議
会
運
営
委
員
会

13
日 

6
月
定
例
会
本
会
議

 

（
初
日
一
般
質
問
ほ
か
）

【 
新
し
い
委
員
会
構
成 

】

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　

委 
員 
長 

山
本　

芳
昭

　
　

副
委
員
長 
荒
木　
　

博

　
　

委　
　

員 
近
藤　

仁
志

　
　

委　
　

員 
惠
比
奈
礼
子

　
　

委　
　

員 

足
羽　
　

覚

　
　

委　
　

員 

福
田　
　

稔

 

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長 

坪
倉　

勝
幸

　
　

副
委
員
長 

大
西　
　

保

　
　

委　
　

員 

久
代　

安
敏

　
　

委　
　

員 

古
都　

勝
人

　
　

委　
　

員 

村
上　

正
広

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長 

惠
比
奈
礼
子

　
　

副
委
員
長 

足
羽　
　

覚

　
　

委　
　

員 

近
藤　

仁
志

　
　

委　
　

員 

大
西　
　

保

　
　

委　
　

員　

 

古
都　

勝
人

　
　

委　
　

員 

福
田　
　

稔

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委 

員 

長 

古
都　

勝
人

　
　

副
委
員
長 

惠
比
奈
礼
子

　
　

委　
　

員 

山
本　

芳
昭

　
　

委　
　

員 

坪
倉　

勝
幸

　
　

委　
　

員 

福
田　
　

稔

●
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料

譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
29
年
3
月
31

日
に
公
布
さ
れ
、
こ
の
法
改

正
等
に
伴
い
日
南
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

税
条
例
等
の
一
部
改
正

○
個
人
の
町
民
税
の
非
課
税
範

囲
　

「
控
除
対
象
配
偶
者
」か
ら

「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
正
。

○
所
得
割
の
課
税
標
準

　

申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、

町
長
が
課
税
方
式
を
決
定
で
き

る
事
を
明
確
化
。

○
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

　

震
災
等
に
よ
り
滅
失
等
し
た

償
却
資
産
に
代
わ
る
償
却
資
産

等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て
規
定
。

○
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例

　

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
に
つ
い
て
適
用
期
間
を
２

年
間
延
長
。

○
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
為

に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
町
民
税

の
課
税
特
例

　

適
用
期
限
を
３
年
間
延
長
。

財
産
の
取
得

　

除
雪
ド
ー
ザ
（
８
ｔ
級
）

　

契
約
相
手
方

　
　

コ
マ
ツ
山
陰
株
式
会
社

　
　

米
子
支
店

　

契
約
金
額

　
　

1
0
，3
3
5
，6
0
0
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意

　

長
谷
川　

毅
（
霞
）

　

任
期

　
　

平
成
29
年
5
月
14
日
か
ら

　
　

平
成
33
年
5
月
13
日
ま
で

　
（
4
月
）

5
日 

議
会
広
報
調
査
特
別
委 

員
会

11
日 

議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会

17
日 

例
月
出
納
検
査

19
日 

議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会

 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

25
日 

全
員
協
議
会

■
7
月
5
日

三
重
県
い
な
べ
市
議
会

空
き
家
活
用
に
よ
る
移
住
定
住

の
取
り
組
み
、
空
き
家
施
設
を

活
用
し
た
短
期
滞
在
型
住
宅
の

整
備
、
「
地
域
で
生
き
る
」
を

支
え
る
町

■
7
月
12
日

鳥
取
県
伯
耆
町
議
会

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
及
び

経
緯
等
に
つ
い
て

■
7
月
13
日

奈
良
県
平
群
町
議
会

コ
ン
パ
ク
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想

の
推
進
、
空
き
校
舎
の
利
活
用

ジ
構
想
の
推
進

■
5
月
25
日

鹿
児
島
県
伊
仙
町
議
会

道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の

郷
」
、
空
き
家
活
用
に
よ
る
移

住
定
住
の
取
り
組
み
、
自
ら
考

え
・
動
く
地
域
自
治
組
織
、
農

林
業
従
事
者
の
育
成
・
確
保

■
6
月
28
日

佐
賀
県
玄
海
町
議
会

空
き
校
舎
の
利
活
用
、
市
町
村

有
償
運
送
、
過
疎
地
有
償
運
送
、

産
官
学
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

■
6
月
29
日

神
奈
川
県
愛
川
町
議
会（
会
派
）

議
会
改
革
の
推
進
、「
生
き
抜
く

力
」を
育
む
保
小
中
一貫
教
育

■
2
月
8
日

神
奈
川
県
愛
川
町
議
会（
会
派
）

市
町
村
有
償
運
送
、
過
疎
地
有

償
運
送
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
）

■
3
月
8
日

京
都
府
綾
部
市
議
会

コ
ン
パ
ク
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想

の
推
進
、
「
創
造
的
過
疎
」
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
方
創
生

へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

■
5
月
24
日

茨
城
県
高
萩
市
議
会

空
き
家
活
用
に
よ
る
移
住
定
住

の
取
り
組
み
、
空
き
家
施
設
を

活
用
し
た
短
期
滞
在
型
住
宅
の

整
備
、
コ
ン
パ
ク
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

議席がかわりました
議会書記

教育次長
病院事務
部　　長 保育園長

教育長

議会事務
局　　長議 長 席

答 弁 席

質問席

病院事業
管  理  者

福祉保健
課　　長建設課長

農業委員会
事務局長

会　　計
管  理  者 農林課長 住民課長

総務課長企画課長 副 町 長 町    長

傍　　聴　　席

近
藤　

仁
志 

議
員

５
番

惠
比
奈
礼
子 

議
員

６
番

久
代　

安
敏 

議
員

７
番

大
西　
　

保 

議
員

８
番

足
羽　
　

覚 

議
員

９
番

古
都　

勝
人 

議
員

10
番

福
田　
　

稔 

議
員

11
番

村
上　

正
広 

議
員

12
番

　
　

欠　

員

１
番

山
本　

芳
昭 

議
員

２
番

坪
倉　

勝
幸 

議
員

３
番

荒
木　
　

博 

議
員

４
番

議
決
し
た
お
も
な
も
の

平
成
29
年
5
月
9
日

第
３
回  

臨
時
会

議

会

活

動

報

告

平
成
29
年
　
行
政
視
察 

受
入
状
況
（
1
月
12
日
以
降
）
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議
会
広
報
委
員
会
が
常
任
委
員

会
と
な
り
、委
員
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
避
難
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
社

会
体
育
館
の
改
築
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
九
州
を
襲
っ
た
豪
雨
は

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
御

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。私
達
も
命

を
守
る
た
め
の
避
難
に
つ
い
て
、日

頃
か
ら
考
え
て
お
か
ね
ば
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。　

惠
比
奈
　
記

今
回
は
印
賀
に
移
住
さ
れ
、
㈱
フ
ァ
ー

ム
イ
ン
グ
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
、
仲
良

し
の
四
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

安
達
さ
ん
　
高
校
在
学

中
よ
り
農
業
に
関
心
が

あ
り
就
職
活
動
を
す
る

中
、
沢
山
の
推
薦
を
頂

い
た
け
ど
、
あ
ら
た
め
て
農
業
し
か
な

い
と
感
じ
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
グ
に
き
ま
し

た
。

宮
慶
さ
ん　

祖
父
母
が

兼
業
農
家
で
遊
び
に

行
っ
て
い
る
う
ち
に
、

田
舎
や
農
業
へ
興
味
が

湧
き
仕
事
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。坂

根
さ
ん　

農
大
の
ア

グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

で
農
業
を
学
び
、
独
立

就
農
の
前
に
経
験
を
積

み
た
い
と
思
い
、
同
年
代
が
中
心
で
頑

張
っ
て
い
る
今
の
職
場
に
興
味
を
持
ち

日
南
町
に
来
ま
し
た
。

田
邉
さ
ん　

新
見
市
で

農
業
法
人
が
見
つ
か
ら

ず
困
っ
て
い
た
時
や
り

た
か
っ
た
水
稲
と
ト
マ

ト
を
若
者
中
心
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

の
会
社
と
巡
り
合
い
ま
し
た
。

安
達
さ
ん　

田
舎
は
不
便
そ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
雪
も
綺
麗
に
除
雪
さ
れ
る

し
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。
バ
イ
ク
な
ど

の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
最
高
！

坂
根
さ
ん　

同
年
代
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
の
農
業
を
守
り
、
挑
戦
し
な
が
ら

成
長
し
て
い
こ
う
と
向
上
心
を
持
っ
た

恵
ま
れ
た
職
場
で
す
。

宮
慶
さ
ん　

日
南
町
も
職
場
も
明
る
く

楽
し
い
人
が
沢
山
、
お
年
寄
り
も
都
会

の
若
者
よ
り
断
然
元
気
で
力
持
ち
、
そ

ん
な
中
毎
日
必
死
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

グ
で
働
き
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た

い
。

安
達
さ
ん　

若
い
メ
ン
バ
ー
で
結
果
も

残
し
て
い
る
し
、
結
果
に
対
し
評
価
し

て
も
ら
え
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
る
。

た
だ
、
集
落
で
は
草
刈
り
や
井
手
さ
ら

え
を
す
る
人
が
減
っ
て
い
き
、
何
と
か

し
な
く
て
は
と
心
配
。

田
邉
さ
ん　

ト
マ
ト
で
の
独
立
就
農
を

考
え
て
い
る
が
、
生
産
技
術
、
管
理
、

経
営
を
学
び
た
い
、
当
面
は
先
輩
の
技

術
面
を
含
め
た
作
業
ス
ピ
ー
ド
に
追
い

付
き
た
い
。

坂
根
さ
ん　

こ
の
先
も
こ
こ
で
働
き
た

い
が
独
立
も
視
野
に
入
れ
、
と
に
か
く

日
南
町
で
頑
張
り
た
い
。

宮
慶
さ
ん　

地
域
愛
を
押
し
付
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
、
根
付
い

て
暮
ら
す
中
で
芽
生
え
る
も
の
な
の
で

長
い
目
で
見

守
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
と

バ
ン
ド
活
動

が
で
き
た
ら

い
い
な
、
歌

え
る
方
、
楽

器
を
弾
け
る

方
は
声
を
掛

け
て
下
さ
い
。

議会広報常任委員会

生山朗生会 平成29年7月3日生山朗生会 平成29年7月3日

願いを短冊に願いを短冊に

平成29年7月発行平成29年7月発行 第148号第148号

安
達
　
翔
さ
ん
（
米
子
市
）
　
坂
根
　
啓
典
さ
ん
（
鳥
取
市
）
　
　

宮
慶
　
良
さ
ん
（
姫
路
市
）
　
田
邉
　
峻
一
さ
ん
（
新
見
市
）

あ
だ
ち

し
ょ
う

さ
か
ね

け
い
す
け

み
や
け
い

り
ょ
う

た
な
べ

し
ゅ
ん
い
ち

同
世
代
の
仲
間
と
競
う
喜
び
、
技
術
の
習
得
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